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3 組合だより　2017.11

体
と
な
り
収
穫
機
一
式
を
リ
ー
ス
で
導

入
。
本
年
９
月
15
日
（
金
）
に
安
全
祈

願
祭
と
操
作
講
習
会
を
実
施
し
、
万
全

な
収
穫
体
制
を
整
え
ま
し
た
が
、
そ
の

後
の
台
風
18
号
の
強
風
被
害
で
デ
ン
ト

コ
ー
ン
畑
が
倒
伏
被
害
に
遭
い
、
収
穫

開
始
時
間
を
早
め
て
一
日
の
刈
り
取
り

時
間
を
長
く
し
な
が
ら
、
良
品
質
の
飼

料
確
保
に
努
め
ま
し
た
。
収
穫
日
数
が

掛
か
り
多
少
の
ロ
ス
は
生
じ
ま
し
た
が
、

無
事
予
定
の
１
８
１
ha
を
収
穫
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
デ
ン
ト
コ
ー
ン

だ
け
で
無
く
、
牧
草
の
収
穫
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
運
営
協
議
会
全
体
で
高

品
質
な
自
給
飼
料
の
生
産
と
、
効
率
的

な
収
穫
体
制
の
確
立
に
向
け
て
取
組
ま

れ
る
事
に
期
待
い
た
し
ま
す
。
酪
農
家

の
皆
様
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

近
年
、
Ｊ
Ａ
委
託
ト
ラ
ク
タ
ー
事
業

に
お
い
て
飼
料
作
物
の
収
穫
委
託
を
希

望
す
る
酪
農
家
が
増
え
、
全
酪
農
家
の

約
８
割
以
上
か
ら
委
託
を
希
望
さ
れ
る

状
況
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
の
収
穫
機

（
フ
ォ
ー
レ
ー
ジ
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
）
一

台
の
み
で
は
、
適
期
収
穫
に
支
障
を
き

た
す
事
と
、
全
業
者
委
託
（
コ
ン
ト
ラ

ク
タ
ー
）
体
制
に
は
至
ら
な
い
事
か
ら
、

収
穫
作
業
の
効
率
的
・
円
滑
な
運
営
を

目
的
に
、
昨
年
清
里
町
酪
農
組
合
が
核

と
な
り
酪
農
家
全
戸
加
入
に
て
「
清
里

町
飼
料
作
物
収
穫
委
託
事
業
運
営
協
議

会
」
を
設
立
。
Ｊ
Ａ
委
託
ト
ラ
ク
タ
ー

事
業
と
絡
め
、
一
部
業
者
委
託
と
酪
農

家
出
役
体
制
に
て
実
施
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
機
械
導
入
に
は
畜
産
ク
ラ

ス
タ
ー
事
業
を
活
用
、
Ｊ
Ａ
が
事
業
主

清里町飼料作物収穫
　委託事業が本格稼動

安全祈願祭

刈取講習会
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農
業
協
同
組
合
も
農
業
を
生
業
と
す
る

農
業
者
お
よ
び
地
域
住
民
の
集
ま
り
に
よ

る
協
同
組
合
で
す
。
北
海
道
農
業
は
開
拓

以
来
、
親
か
ら
子
、
孫
へ
と
連
綿
と
受
け

継
が
れ
た
国
民
の
健
康
と
命
を
守
る
と
い

う
社
会
的
使
命
を
担
っ
て
発
展
し
て
参
り

ま
し
た
。
合
わ
せ
て
、
地
域
農
業
の
振
興

は
、
地
域
の
環
境
・
文
化
・
福
祉
へ
の
貢

献
を
通
じ
て
、
皆
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

豊
か
な
地
域
社
会
を
築
い
て
参
り
ま
し
た
。

　

農
業
協
同
組
合
に
集
う
組
合
員
、
役
職

員
の
皆
様
は
こ
の
よ
う
に
世
界
的
に
評
価

さ
れ
、
社
会
的
意
義
の
あ
る
協
同
組
合
の

仲
間
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
と
し
、
協
同
活

動
の
輪
（
道
民
５
５
０
万
人
サ
ポ
ー
タ
ー

づ
く
り
）
を
広
め
て
頂
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
新
自
由
主
義
経
済
へ
の
対
立

軸
と
し
て
の
協
同
組
合
の
存
在
意
義
を
高

め
、
永
年
に
亘
り
先
人
が
築
き
上
げ
た
地

域
農
業
並
び
に
地
域
社
会
の
基
盤
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
、
後
世
に
し
っ
か
り
と
引
き

継
が
れ
、
持
続
可
能
な
農
業
へ
と
繋
が
る

も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

北
海
道
は
、
協
同
組
合
の
理
念
と
精
神
を

事
業
の
根
幹
と
し
、
今
後
と
も
組
合
員
の

皆
様
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て
営
農
と
生
活

が
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
、
地

域
農
業
と
JA
の
発
展
に
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
、
農
協
法

公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
致
し
ま
す
。

く
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
た
め
の
様
々
な

社
会
的
取
組
み
等
が
そ
の
一
例
と
な
り
ま

す
。
そ
し
て
地
震
や
風
水
害
に
よ
る
大
規

模
災
害
が
発
生
し
た
際
に
も
、
各
協
同
組

合
が
物
資
の
支
援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派

遣
、
募
金
活
動
等
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ

り
、
被
災
地
域
の
復
旧
・
復
興
支
援
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
来
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
協
同
組
合
は
日
本
の
社
会

と
地
域
の
人
々
の
暮
ら
し
の
た
め
に
、
永

年
に
亘
っ
て
多
く
の
分
野
で
そ
の
役
割
を

発
揮
し
て
き
て
い
る
の
で
す
。

ユ
ネ
ス
コ
は
協
同
組
合
の
存
在
価
値
を
評

価
し
、
昨
年
11 

月
30 

日
、
エ
チ
オ
ピ
ア

の
ア
デ
ィ
ス
ア
ベ
バ
で
開
催
さ
れ
た
無
形

文
化
遺
産
保
護
条
約
第
11 

回
政
府
間
委

員
会
に
お
い
て
、「
協
同
組
合
に
お
い
て

共
通
の
利
益
を
形
に
す
る
と
い
う
思
想
と

実
践
」
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
へ
の

登
録
を
決
定
し
ま
し
た
。

決
定
に
あ
た
っ
て
ユ
ネ
ス
コ
は
、
協
同
組

合
を
「
共
通
の
利
益
と
価
値
を
通
じ
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
組
織
で
あ
り
、
雇
用
の
創
出
や
高
齢
者

支
援
か
ら
都
市
の
活
性
化
や
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ま
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
社
会
的
な
問
題
へ
の
創
意
工
夫
あ
ふ

れ
る
解
決
策
を
編
み
出
し
て
い
る
」
と
し

て
い
ま
す
。

 　

ま
た
、「
無
形
文
化
遺
産
」
と
は
、「
世

代
か
ら
世
代
へ
と
伝
承
さ
れ
、
文
化
の
多

様
性
及
び
人
類
の
創
造
性
に
対
す
る
尊
重

を
助
長
す
る
も
の
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

組
合
員
・
役
職
員
の
皆
様
に
は
基
本
的

な
話
に
な
り
ま
す
が
、
協
同
組
合
は
個
人

あ
る
い
は
中
小
の
事
業
者
等
が
共
通
す
る

目
的
の
た
め
に
自
主
的
に
集
ま
り
、
そ
の

事
業
の
利
用
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
民
主

的
な
運
営
や
管
理
を
行
う
営
利
を
目
的
と

し
な
い
組
織
で
す
。
協
同
組
合
は
19
世
紀

に
イ
ギ
リ
ス
・
ド
イ
ツ
等
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

始
ま
り
、
世
界
各
地
に
広
が
り
ま
し
た
。

現
在
で
は
日
本
を
含
め
世
界
の
多
く
の

国
々
で
多
く
の
協
同
組
合
が
活
動
を
展
開

し
て
お
り
ま
す
。
世
界
の
協
同
組
合
の
連

合
組
織
で
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
同
組
合

同
盟
）
に
は
、
現
在
で
１
０
０
ヶ
国
以
上

が
加
盟
し
て
お
り
、
関
連
す
る
組
合
員
数

は
世
界
全
体
で
10
億
人
、
事
業
高
は
29
兆

円
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。

　

わ
が
国
で
は
、
協
同
組
合
の
組
合
員
数

は
６
、５
０
０
万
人
、
事
業
高
は
16
兆
円
、

店
舗
・
施
設
数
は
３
５
、６
０
０
ヶ
所
も

あ
り
、
正
に
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
を
形
成
し

て
い
る
組
織
と
言
え
ま
す
。

　

協
同
組
合
は
、
民
主
主
義
を
基
礎
と
し

た
事
業
運
営
や
活
動
を
通
じ
て
、
経
済
的
・

社
会
的
な
側
面
で
人
々
の
生
業
と
生
活
の

向
上
と
課
題
解
決
を
大
き
く
助
け
る
役
割

を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
安
全
・
安

心
で
豊
か
な
食
品
と
生
活
に
役
立
つ
購
買

品
の
生
産
と
供
給
、
地
域
の
豊
か
な
暮
ら

し
と
経
済
活
動
の
た
め
に
寄
与
す
る
金
融

事
業
、
総
合
的
な
暮
ら
し
の
保
障
の
た
め

の
共
済
事
業
、
健
康
な
日
常
生
活
を
営

む
た
め
の
医
療
・
福
祉
事
業
の
ほ
か
、
広

　

昭
和
22
年
11
月
19
日
に
農
業
協
同
組
合

法
（
農
協
法
）
が
制
定
さ
れ
、
今
年
で
70

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

戦
後
の
食
糧
不
足
の
混
乱
期
に
、
農
業

者
の
協
同
組
織
の
発
達
を
通
じ
、「
農
業

生
産
力
の
増
進
」
と
「
農
業
者
の
経
済
的

社
会
的
地
位
の
向
上
」
を
図
り
、
国
民
経

済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
農
協
法
が
制
定
さ
れ
、
農
協
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

農
協
は
「
農
業
者
に
よ
る
農
業
者
の
た

め
の
組
織
」
で
あ
り
、
協
同
組
合
原
則
に

掲
げ
る
「
自
主
・
自
立
」「
民
主
的
運
営
」

の
基
本
に
立
ち
、
相
互
扶
助
の
精
神
の

も
と
、
幾
多
の
困
難
な
状
況
を
乗
り
越
え
、

組
合
員
の
皆
様
の
営
農
と
生
活
の
安
定
並

び
に
よ
り
良
い
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
総
合
事
業
を
展
開
し
な
が
ら
今
日
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
農
協
法
は
農
協
の

組
織
・
事
業
を
運
営
す
る
基
本
法
と
し
て

極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す

が
、
農
協
法
公
布
記
念
日
を
契
機
に
、
組

合
員
・
役
職
員
の
皆
様
と
改
め
て
協
同
組

合
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
そ
の
意
義
と
役

割
に
つ
い
て
の
共
通
認
識
を
深
め
た
い
と

考
え
ま
す
。

　

昭
和

法
（
農
協
法
）
が
制
定
さ
れ
、
今
年
で

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

戦
後
の
食
糧
不
足
の
混
乱
期
に
、
農
業

者
の
協
同
組
織
の
発
達
を
通
じ
、「
農
業

生
産
力
の
増
進
」
と
「
農
業
者
の
経
済
的

社
会
的
地
位
の
向
上
」
を
図
り
、
国
民
経

済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
農
協
法
が
制
定
さ
れ
、
農
協
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

農
協
は
「
農
業
者
に
よ
る
農
業
者
の
た

め
の
組
織
」
で
あ
り
、
協
同
組
合
原
則
に

掲
げ
る
「
自
主
・
自
立
」「
民
主
的
運
営
」

の
基
本
に
立
ち
、
相
互
扶
助
の
精
神
の

も
と
、
幾
多
の
困
難
な
状
況
を
乗
り
越
え
、

組
合
員
の
皆
様
の
営
農
と
生
活
の
安
定
並

び
に
よ
り
良
い
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
総
合
事
業
を
展
開
し
な
が
ら
今
日
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
農
協
法
は
農
協
の

組
織
・
事
業
を
運
営
す
る
基
本
法
と
し
て

極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す

が
、
農
協
法
公
布
記
念
日
を
契
機
に
、
組

合
員
・
役
職
員
の
皆
様
と
改
め
て
協
同
組

農協法公布記念日にあたっての
　　組合員・役職員へのメッセージ

北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会

　

会　

長　

飛　

田　

稔　

章
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追
肥
に
つ
い
て
方
法
と
量
、
遅
れ
穂
対

策
の
技
術
的
な
指
導
が
ほ
し
い
、
採
種

圃
場
の
立
ち
入
り
禁
止
看
板
の
設
置
を

３
町
で
取
り
組
ん
で
は
如
何
か
と
い
っ

た
発
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

■
９
月
６
日
（
水
）
に
は
３
Ｊ
Ａ
種
子

小
麦
播
種
前
講
習
会
が
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
の
相
馬
氏
を
講
師
に
開
催
さ
れ
、

種
子
麦
に
お
い
て
も
今
年
度
産
の
振
り

返
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
次
年

度
へ
向
け
た
指
導
と
し
て
、
適
期
適
量

の
播
種
と
均
一
で
適
正
な
播
種
深
度
が

呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
質
疑
に
は
、

と
い
っ
た
観
点
で
話
が
な
さ
れ
、
収
量

低
下
要
因
へ
の
具
体
的
な
対
策
方
法
や

注
意
点
の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。
質
疑

に
は
、
㎡
あ
た
り
の
粒
数
と
収
量
の
関

係
に
つ
い
て
、
雪
腐
れ
病
防
除
の
時
期
、

農
薬
（
ラ
ン
マ
ン
）
の
効
果
に
つ
い
て
、

播
種
量
設
定
に
つ
い
て
の
質
問
が
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。

■
９
月
４
日
（
月
）、
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
の
笹
原
氏
を
講
師
に
、
秋
ま
き
小

麦
播
種
前
講
習
会
が
Ｊ
Ａ
清
里
町
２
階

会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
、
気
象
傾
向
や
収
量
構

成
要
素
等
か
ら
平
成
29
年
産
の
振
り
返

り
を
行
い
、
平
成
30
年
産
へ
向
け
て
の

指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
播
種
時
期
・

播
種
量
、
播
種
精
度
向
上
、
雑
草
対
策

▼
秋
ま
き
小
麦
播
種
前
講
習
会

▼
３
Ｊ
Ａ
種
子
小
麦
播
種
前
講
習
会
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ん
で
い
る
こ
と
や
、
深
層
曝
気
処
理
施

設
で
廃
液
の
匂
い
が
し
な
い
こ
と
に
驚

い
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
「
昔
と
随
分

と
変
っ
た
な
〜
」
と
呟
か
れ
る
方
も
お

ら
れ
ま
し
た
。
見
学
の
最
後
は
、
情
報

交
流
施
設
「
き
よ
〜
る
」
に
て
施
設
職

員
に
概
要
を
説
明
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

昼
食
に
は
清
里
特
産
の
「
清
里
か
き
揚

げ
う
ど
ん
」
を
全
員
で
頂
き
、
つ
る
つ

る
・
も
ち
も
ち
の
麺
に
舌
鼓
を
打
た
れ

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
町
内
に

い
て
も
個
人
で
は
中
々
で
ん
粉
工
場
や

麦
作
セ
ン
タ
ー
を
見
学
さ
せ
て
頂
く
機

会
も
無
く
、今
回
来
て
良
か
っ
た
。」「
一

度
は
見
て
み
た
か
っ
た
」
等
の
感
想
が

聞
か
れ
、
有
意
義
な
見
学
会
と
な
り
ま

し
た
。
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
に
は
参
加
者

全
員
に
、
同
日
発
売
の
「
清
里
カ
レ
ー

う
ど
ん
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　

10
月
1
日
（
日
）
に
清
里
町
・
清
里

町
観
光
協
会
・
Ｊ
Ａ
清
里
町
の
三
団
体

共
催
に
て
、
町
民
を
対
象
に
農
業
関
連

施
設
見
学
を
開
催
。
当
日
の
参
加
者
・

関
係
者
合
わ
せ
て
23
名
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
雲
一
つ
無
い
秋
晴
れ
の
中
、

朝
8
時
30
分
に
集
合
し
、
三
団
体
を
代

表
し
て
Ｊ
Ａ
清
里
町
笹
渕
参
事
よ
り
歓

迎
の
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
清
里
焼
酎
醸
造
所
か
ら
見
学
が
ス

タ
ー
ト
し
、
工
場
内
で
醸
造
過
程
の
説

明
を
受
け
、
樽
貯
蔵
の
施
設
ま
で
見
学

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

貯
蔵
年
数
や
樽
の
使
用
期
限
な
ど
様
々

な
質
問
が
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
9
時

30
分
か
ら
は
Ｊ
Ａ
神
威
麦
作
セ
ン
タ
ー

を
見
学
。
収
穫
機
（
コ
ン
バ
イ
ン
）
の

説
明
を
皮
切
り
に
荷
受
・
乾
燥
調
整
・

貯
蔵
施
設
等
工
場
内
各
所
で
説
明
を
受

け
た
後
、
昇
れ
る
方
で
高
さ
26
ｍ
の
サ

イ
ロ
を
昇
り
、
雲
一
つ
無
い
晴
天
の
斜

里
岳
や
清
里
町
の
景
観
を
一
望
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
品
質
基
準
や
出
荷
先
な

ど
を
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
10
時
30
分
か
ら
は
Ｊ
Ａ
で
ん
粉

工
場
を
見
学
。
今
年
の
で
ん
粉
の
生
産

状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
そ
の
後

工
場
内
を
見
学
し
ま
し
た
。
参
加
者
は

工
場
内
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
が
進

町
内
施
設
見
学
を
開
催
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台
風
15
号
の
通
過
に
伴
い
暴
風
雨
が

心
配
さ
れ
た
中
、
無
事
に
「
第
38
回
ふ

る
さ
と
産
業
ま
つ
り
」
が
９
月
２
日

（
土
）
モ
ト
エ
カ
広
場
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
多
少
強
風
が
吹
き
ま
し
た
が

雨
は
降
ら
ず
、
６
千
人
以
上
の
来
場
者

が
集
い
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
酪

農
組
合
（
牛
乳
・
チ
ー
ズ
無
料
配
布
）、

和
牛
生
産
改
良
組
合
（
清
里
産
和
牛
販

売
）、
長
芋
生
産
組
合
（
長
芋
試
食
販

売
）、
Ｊ
Ａ
女
性
部
（
で
ん
粉
団
子
販

売
）、
Ｊ
Ａ
青
年
部
（
コ
ン
バ
イ
ン
の

試
乗
と
農
産
物
販
売
）
を
行
い
、
今
年

も
Ｊ
Ａ
佐
野
に
は
梨
の
販
売
に
駆
け
つ

け
て
頂
き
、
長
蛇
が
で
き
る
ほ
ど
大
盛

況
で
販
売
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

今
年
も
ふ
る
さ
と

  

産
業
ま
つ
り
に
参
加
！

「にわとり」からたまごをプレゼント

いつもご利用ありがとうございます

『
給
油
所
店
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』

 

日
頃
か
ら
の

    

感
謝
を
込
め
て
…

　

７
月
24
日
（
月
）、
清
里
給
油
所
と

札
弦
給
油
所
で
夏
の
謝
恩
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
ご
愛

顧
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
へ
の
感
謝
と

店
頭
業
務
活
性
化
を
ね
ら
い
、
店
頭
で

の
給
油
額
千
円
に
つ
き
箱
テ
ィ
ッ
シ
ュ

１
箱
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
10
月
23
日

（
月
）、
24
日
（
火
）
に
は
同
じ
く
給
油

所
に
て
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
、

利
用
者
に
20
ℓ
以
上
満
タ
ン
給
油
で
卵

１
パ
ッ
ク
、
40
ℓ
以
上
で
２
パ
ッ
ク
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
ス
タ
ッ
ド

レ
ス
タ
イ
ヤ
購
入
の
利
用
者
に
は
Ａ

コ
ー
プ
商
品
券
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る

等
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
企
画
と
な
り
ま

し
た
。
今
年
度
は
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
合

わ
せ
て
、
夏
は
１
１
、２
４
０
ℓ
、
オ
ー

タ
ム
フ
ェ
ア
で
は
３
１
、３
９
５
ℓ
の

実
績
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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の
チ
ャ
ー
ハ
ン
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
料
理
の
要
点
を
お
さ
え
な
が
ら
工

程
が
進
め
ら
れ
た
た
め
、
参
加
部
員
は

ポ
イ
ン
ト
に
気
を
つ
け
な
が
ら
調
理
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。完
成
後
に
は
、作
っ

た
料
理
を
同
会
場
で
食
べ
、
大
満
足
の

講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
３
日
（
火
）、
生
涯
学
習
総
合

セ
ン
タ
ー
調
理
室
に
お
い
て
、
古
林
氏

を
講
師
に
お
招
き
し
、
ア
カ
シ
ヤ
部
会

料
理
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

餃
子
の
タ
ネ
用
の
キ
ャ
ベ
ツ
を
刻
む

こ
と
か
ら
始
め
、
焼
き
餃
子
、
揚
げ
餃

子
、
持
ち
帰
り
用
の
蒸
し
餃
子
を
作
り

ま
し
た
。
手
作
り
餃
子
は
、
蒸
し
て
か

ら
煮
た
り
焼
い
た
り
す
る
と
形
が
崩
れ

な
く
て
良
い
と
の
こ
と
。
春
巻
き
は
、

皮
に
薄
焼
き
卵
を
用
い
て
お
り
、「
珍

し
い
」「
見
た
目
が
き
れ
い
」
と
好
評

で
し
た
。
チ
ャ
ー
ハ
ン
は
、
講
師
の
古

林
氏
が
中
華
な
べ
を
振
る
い
、
８
合
分 アカシヤ部会料理講習会

♧今回のメニューは餃子・春巻き・チャーハン♣

■
メ
ニ
ュ
ー

・
か
ぼ
ち
ゃ
の
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ

・
フ
ワ
フ
ワ
か
ぼ
ち
ゃ
パ
ン
ケ
ー
キ

・
カ
フ
ェ
・
オ
レ

・
ほ
う
じ
茶

　

10
月
４
日
（
水
）、
光
岳
小
学
校
の

収
穫
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の

収
穫
物
は
か
ぼ
ち
ゃ
で
、
１
年
生
は
か

ぼ
ち
ゃ
の
種
類
に
つ
い
て
フ
リ
ッ
プ
で

紹
介
、
中
学
年
は
か
ぼ
ち
ゃ
の
ク
イ
ズ

を
、
高
学
年
は
ス
イ
ー
ツ
の
作
り
方
に

つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
発
表
の
後
に

は
、
手
作
り
か
ぼ
ち
ゃ
ス
イ
ー
ツ
が
振

舞
わ
れ
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
参
加
し

た
保
護
者
の
質
問
に
も
次
々
と
答
え
、

「
こ
の
か
ぼ
ち
ゃ
は
硬
く
て
切
る
の
が

大
変
だ
っ
た
」「
計
画
や
調
理
を
頑
張
っ

た
」
と
感
想
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

光岳小学校収穫祭
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10
月
15
日
（
日
）
か
ら
16
日
（
月
）

に
か
け
て
、「
あ
ぐ
り
王
国
北
海
道
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｔ
」
の
収
録
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
番
組
へ
当
Ｊ
Ａ
が
出
演
す
る
の
は
今

回
で
３
回
目
、
内
容
は
じ
ゃ
が
い
も
焼

酎
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

　

収
録
は
２
日
間
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、

15
日
は
で
ん
粉
工
場
の
撮
影
と
石
井
組

合
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
で
ん
粉
製

品
の
様
々
な
使
用
用
途
に
つ
い
て
収
録

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
16
日
に
は
３
集
団

柳
谷
克
彦
氏
の
馬
鈴
し
ょ
畑
で
収
穫
風

景
を
撮
影
。
Ｊ
Ａ
女
性
職
員
４
名
が
緊

張
の
面
持
ち
で
Ｐ
Ｒ
・
プ
レ
ゼ
ン
ト

コ
ー
ナ
ー
を
担
当
。
最
後
に
植
野
氏
に

よ
る
「
清
里
焼
酎
に
合
う
つ
ま
み
」
と

し
て
清
里
生
ひ
や
む
ぎ
を
使
っ
た
焼
き

そ
ば
を
即
興
で
調
理
し
、
試
食
と
ト
ー

ク
コ
ー
ナ
ー
が
収
録
さ
れ
ま
し
た
。
出

演
者
の
森
崎
博
之
氏
、
森
結
有
花
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
、ゲ
ス
ト
の
植
野
広
生
氏（
雑

誌
ｄ
ａ
ｎ
ｃ
ｙ
ｕ
編
集
長
）、
柳
谷
克

彦
氏
と
焼
酎
醸
造
所
竹
村
智
郷
氏
が
料

理
と
焼
酎
の
ハ
イ
ボ
ー
ル
を
試
食
試
飲
、

生
ひ
や
む
ぎ
の
も
ち
も
ち
食
感
と
焼
酎

の
奥
深
い
味
わ
い
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し

た
。
調
理
し
て
く
だ
さ
っ
た
植
野
氏
は

終
始
ギ
ャ
グ
な
ど
で
面
白
お
か
し
く

ト
ー
ク
を
進
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
収

録
の
中
で
生
ひ
や
む
ぎ
の
食
感
と
素
材

の
香
り
の
良
さ
を
強
調
し
た
コ
メ
ン
ト

を
頂
き
、
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　

番
組
は
12
月
９
日
（
土
）
午
後
５
時
、

Ｈ
Ｂ
Ｃ
で
放
映
さ
れ
ま
す
。

「
あ
ぐ
り
王
国
北
海
道
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」
に
出
演
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20
％
で
人
参
・
馬
鈴
し
ょ
・
玉
ね
ぎ
の

作
付
を
し
、
他
は
穀
類
が
作
ら
れ
て
い

る
。
販
売
は
大
手
ス
ー
パ
ー
と
契
約
し

て
い
る
が
、
安
定
供
給
で
き
る
量
が
確

保
で
き
て
い
る
。

　

視
察
で
は
人
参
の
選
別
工
程
を
見
せ

て
頂
い
た
。
予
め
洗
浄
さ
れ
て
く
る
物

と
土
付
き
で
く
る
物
が
規
格
ご
と
に
選

別
し
て
入
庫
さ
れ
て
く
る
が
、
再
度
人

の
手
で
選
別
さ
れ
て
約
10
〜
20
％
が
規

格
外
と
な
る
。
規
格
外
と
な
っ
た
物
は

廃
棄
さ
れ
る
物
、
ジ
ュ
ー
ス
へ
と
加
工

さ
れ
る
物
、
店
頭
で
の
量
り
売
り
の
商

品
と
な
る
。
洗
浄
･
袋
詰
め
は
機
械
作

業
で
あ
る
が
、
出
荷
コ
ン
テ
ナ
へ
は
人

の
手
に
よ
り
点
検
・
確
認
さ
れ
て
詰
め

ら
れ
、
出
荷
さ
れ
る
。
こ
の
組
合
の
商

品
に
は「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ク
ラ
ス
No
１
」

を
表
示
し
た
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
て
い
る
。

　

市
場
に
お
い
て
は
約
20
％
の
農
産
物

が
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
商
品
で
、
最
近
で
は

富
裕
層
だ
け
で
な
く
一
般
の
人
に
も
需

要
が
増
え
て
き
て
お
り
、
年
間
２
〜

３
％
の
伸
び
を
示
し
て
い
る
。
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
商
品
は
利
幅
が
多
い
た
め
、
ラ

ウ
ハ
ウ
ス
氏
は
組
合
だ
け
が
利
益
を
上

げ
る
の
で
は
な
く
、
農
家
に
も
還
元
で

き
る
よ
う
心
が
け
て
い
る
と
の
こ
と
。

法
を
用
い
て
い
る
た
め
、
窒
素
・
ミ
ネ

ラ
ル
分
は
１
０
０
％
自
然
由
来
の
も
の
。

除
草
は
全
て
手
作
業
で
行
わ
れ
て
い
る
。

入
庫
さ
れ
た
も
の
は
木
製
コ
ン
テ
ナ
に

入
れ
て
４
℃
で
冷
蔵
保
存
、
加
工
さ
れ

て
大
手
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
安
定
供
給
さ

れ
て
い
る
。

　

1
軒
の
農
家
が
約
１
０
０
ha
の
農
地

を
持
ち
、
周
辺
の
農
家
が
70
軒
ほ
ど
加

盟
し
て
い
る
た
め
、
組
合
全
体
で
は

約
７
、０
０
０
ha
の
農
地
を
所
有
。
内

ホ
ク
レ
ン
中
斜
里
製
糖
工
場
区
域
内
て

ん
菜
振
興
協
議
会
の
主
催
に
よ
る
海
外

視
察
研
修
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

◎
ゲ
ノ
ッ
セ
ン
ス
シ
ャ
フ
ト
　
デ
ア
　

エ
コ
バ
ウ
エ
ン

（
ド
イ
ツ
　
ド
ル
ム
ン
ト
郊
外
）

　

エ
コ
フ
ァ
ー
ム
か
ら
な
る
農
業
組
合

で
、
管
理
・
運
営
は
ラ
ウ
ハ
ウ
ス
社
長

が
農
家
の
出
資
を
も
と
に
、
農
家
に
利

益
を
も
た
ら
す
よ
う
行
っ
て
い
る
。
科

学
的
な
肥
料
や
農
薬
・
添
加
物
を
使
用

し
な
い
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
法
を
展
開
し

て
お
り
、
農
家
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
野

菜
や
果
物
（
人
参
・
馬
鈴
し
ょ
・
玉
ね

ぎ
・
サ
ラ
ダ
菜
・
キ
ャ
ベ
ツ
等
）
と
敷

地
内
工
場
で
加
工
さ
れ
た
製
品
を
出
荷

し
て
い
る
。

　

年
間
２
、５
０
０
万
ユ
ー
ロ
（
30
億

円
前
後
）
の
販
売
額
で
、
事
務
職
15
名
、

作
業
員
50
名
が
働
い
て
お
り
、
シ
ー
ズ

ン
に
よ
っ
て
季
節
労
働
者（
３
ヶ
月
間
）

を
雇
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
人
は
人
件
費

が
高
い
た
め
、
人
件
費
の
安
い
ポ
ー
ラ

ン
ド
か
ら
雇
用
し
て
い
る
。イ
タ
リ
ア
・

ス
ペ
イ
ン
・
オ
ラ
ン
ダ
・
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
か
ら
の
農
産
物
が
入
庫
さ
れ
て
く

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農

ホ
ク
レ
ン
中
斜
里
製
糖
工
場
区
域
内
て
ん
菜
振
興
協
議
会
海
外
視
察
研
修

平
成
29
年
6
月
21
日
〜
30
日
　
ド
イ
ツ
・
デ
ン
マ
ー
ク
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

農

協

理

事　

佐
藤　
　

均

青

年

部

部

長　

田
中　

健
太

業
務
部
燃
料
自
動
車
課　

杉
山　

裕
紀
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た
め
、
人
手
の
か
か
ら
な
い
よ
う
に
工

夫
し
て
い
る
。

　

乳
牛
の
ミ
ル
ク
は
集
荷
さ
て
チ
ー

ズ
工
場
へ
、
オ
ス
は
７
０
０
㎏
ま
で

飼
育
し
て
肉
屋
へ
出
荷
さ
れ
る
。
ミ

ル
ク
は
２
日
に
1
度
１
、４
０
０
ℓ
〜

１
、７
０
０
ℓ
出
荷
し
て
い
る
。
牛
か

ら
得
ら
れ
る
堆
肥
も
非
常
に
重
要
で
あ

り
、
バ
イ
オ
プ
ラ
ン
ト
に
活
用
し
て
い

る
。
エ
サ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等
は
⅔
を

自
家
で
生
産
し
て
い
る
。
子
牛
に
与
え

る
も
の
は
ミ
ル
ク
と
粉
末
ミ
ル
ク
を
混

ぜ
、
発
育
に
応
じ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制

御
で
粉
末
と
水
の
量
を
調
整
し
て
自
動

す
こ
と
で
、
安
定
し
た
収
穫
を
行
っ
て

い
る
と
の
こ
と
。

　

ビ
ー
ト
は
畝
幅
46 

cm
、
播
種
は
直
播

き
で
３
月
末
〜
４
月
、
収
穫
は
９
月
末

〜
12
月
に
行
う
。
60
〜
70
ｔ
／
ha
の
収

量
を
製
糖
工
場
操
業
時
に
工
場
の
プ
ラ

ン
に
合
わ
せ
て
収
穫
。
除
草
剤
は
使
用

せ
ず
、
手
作
業
に
よ
る
除
草
が
収
穫
ま

で
に
２
〜
３
回
行
わ
れ
る
。

　

人
参
圃
場
で
は
盛
土
し
た
畝
を
一
度

機
械
で
焼
き
、
雑
草
を
除
去
し
て
か
ら

１
ヶ
月
後
に
播
種
。
ま
た
、
芽
が
出
る

寸
前
に
も
う
一
度
焼
付
け
作
業
を
行
う
。

芽
が
３
〜
４
cm
育
っ
た
ら
、
盛
土
の
両

端
以
外
の
雑
草
の
生
え
る
部
分
を
取
り

除
く
。
雑
菌
・
殺
虫
剤
、
化
学
肥
料
を

使
用
せ
ず
、
除
草
は
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

で
自
走
す
る
特
殊
な
機
械
に
複
数
の
人

が
乗
っ
て
、
手
作
業
で
行
わ
れ
る
。

◎
ホ
フ
　
ガ
イ
ス
ラ
ー
（
ド
イ
ツ
　

マ
ー
ル
ブ
ル
ク
郊
外
）

　

畑
作
・
畜
産
農
家
で
、
農
場
経
営
者

は
オ
ー
ナ
ー
と
息
子
２
人
の
３
名
。
基

本
は
家
族
経
営
で
あ
る
が
、
フ
ル
タ
イ

ム
の
労
働
者
３
名
と
シ
ー
ズ
ン
に
よ
っ

て
パ
ー
ト
の
季
節
労
働
者
を
雇
用
し
て

い
る
。
耕
作
面
積
は
２
８
０
ha
、
ビ
ー

ト
、
大
麦
、
小
麦
、
飼
料
用
作
物
、
牧

草
を
作
付
け
し
て
い
る
。
畜
産
行
業

は
豚
１
、３
５
０
頭
、
鶏
（
鶏
卵
）
１
、

０
０
０
羽
、
乳
牛
60
頭
を
飼
育
。
古
い

施
設
と
シ
ス
テ
ム
下
で
飼
育
し
て
い
る

リ
、
フ
ェ
ン
ネ
ル
、
60 

ha
に
馬
鈴
し
ょ
、

麦
、多
年
草
植
物
な
ど
を
栽
培
）。
オ
ー

ナ
ー
は
1
名
で
、
主
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
の
労
働
者
が
作
業

を
行
っ
て
い
る
。

　

ズ
ッ
キ
ー
ニ
作
付
圃
場
で
は
、
予
め

灌
水
チ
ュ
ー
ブ
を
埋
め
、
マ
ル
チ
を
か

け
た
畑
に
播
種
し
、
育
成
。
除
草
は
手

作
業
で
行
っ
て
い
る
。
野
菜
の
上
か
ら

水
を
与
え
る
と
果
実
自
体
の
水
分
量
が

上
が
っ
て
し
ま
う
の
で
、
灌
水
チ
ュ
ー

ブ
を
用
い
て
地
中
か
ら
定
期
的
に
水
分

を
与
え
て
い
る
。
1
日
に
実
が
６
cm
ほ

ど
育
つ
こ
と
か
ら
、
毎
日
収
穫
作
業
が

続
く
。
そ
の
た
め
、
播
種
時
期
を
ず
ら

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
商
品
の
認
定
は
、
役
所

の
提
携
業
者
に
書
類
を
提
出
し
、
現
地

を
確
認
、
検
定
す
る
こ
と
で
受
け
ら
れ

る
。
１
０
０
％
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
商
品
を

取
り
扱
っ
て
い
る
施
設
は
ド
イ
ツ
に
こ

の
組
合
を
含
め
て
３
ヶ
所
し
か
な
い
。

今
後
、
消
費
者
が
健
康
・
安
全
を
求
め
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
商
品
の
需
要
増
加
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
施
設

の
増
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

◎
ホ
フ
　
ロ
ー
ゼ
ナ
ウ
協
同
組
合
加
入

農
家（
ド
イ
ツ
　
ド
ル
ト
ム
ン
ト
郊
外
）

　

エ
コ
フ
ァ
ー
ム
の
畑
作
農
家
で
、
お

よ
そ
１
０
０
ha
を
作
付
け
し
て
い
る

（
40

 

ha
に
人
参
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
、
セ
ロ
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病
気
に
か
か
っ
た
こ
と
の
あ
る
動
物
は

全
体
の
５
％
ほ
ど
（
数
年
前
に
流
行
し

た
狂
牛
病
は
発
症
無
し
）。
自
家
で
生

産
し
た
そ
の
地
域
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
飼
料

を
与
え
て
育
て
る
の
が
動
物
に
と
っ
て

最
適
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
こ
で

は
22
名
の
従
業
員
が
８
時
間
労
働
で
飼

料
の
栽
培
、
家
畜
の
育
成
、
屠
殺
の
全

て
を
行
う
。
普
通
の
農
家
は
１
人
で
経

営
し
、
飼
育
し
た
動
物
も
育
て
て
売
る

だ
け
で
あ
り
、
若
者
に
仕
事
が
無
く
都

会
へ
出
て
し
ま
う
た
め
、
小
家
族
経
営

で
生
き
残
り
を
か
け
て
い
る
そ
う
。
最

近
で
は
農
業
人
口
の
少
な
さ
を
補
っ
て

営
農
が
で
き
る
よ
う
、
機
械
化
が
進
ん

で
き
た
。

　

現
地
の
ア
ク
セ
ル
氏
が
農
業
を
始
め

た
頃
は
、
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
や
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
と
い
っ
た
分
野
の
こ
と
は
全
く

知
ら
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。
５
年
ほ
ど

前
か
ら
「
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
商
品
」
が

20
％
ほ
ど
ま
で
市
場
に
出
回
る
よ
う
に

な
っ
た
。
今
後
も
環
境
に
も
良
く
、
人

に
も
良
い
自
然
を
活
か
し
た
農
業
を
継

続
す
る
考
え
で
あ
る
と
の
こ
と
。

　

最
後
に
、
長
期
間
に
渡
る
海
外
で
貴

重
な
研
修
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
当

Ｊ
Ａ
並
び
に
関
係
機
関
、
参
加
さ
れ
た

各
地
区
の
役
職
員
、
現
地
の
生
産
者
の

方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
、
海
外
視
察
研

修
の
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

使
用
し
た
こ
と
も
な
く
、
こ
れ
か
ら
先

も
使
う
気
は
な
い
と
の
こ
と
。
シ
ョ
ッ

プ
（
産
直
販
売
所
、
燻
製
、
パ
ン
、
ヨ
ー

グ
ル
ト
な
ど
乳
製
品
等
）、
レ
ス
ト
ラ

ン
等
も
営
ん
で
い
る
。
耕
作
面
積
は

２
０
０
ha
（
飼
料
作
物
・
野
菜
等
）、

畜
産
業
は
牛
（
肉
・
乳
）、
豚
１
０
０

頭
（
メ
ス
）、
羊
２
０
０
頭
（
メ
ス
）

を
飼
育
し
、
育
て
た
家
畜
の
80
％
を
自

家
レ
ス
ト
ラ
ン
で
消
費
し
、
20
％
は

シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
。
病
気
に
な
っ
た
牛
、

豚
な
ど
に
は
投
薬
を
し
て
い
る
た
め
、

そ
の
個
体
の
ミ
ル
ク
や
肉
は
一
切
使
用

し
な
い
。
45
年
間
経
営
し
て
い
る
が
、

月
末
に
播
種
し
９
月
と
12
月
に
収
穫
、

芽
が
出
る
直
前
と
葉
が
広
が
り
始
め
る

時
の
２
回
除
草
剤
を
散
布
す
る
が
、
そ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
難
し
く
、
重
要
で
あ

る
。
そ
の
後
の
除
草
は
手
で
行
う
が
、

ビ
ー
ト
は
経
済
的
に
１
番
優
れ
て
お

り
、
最
初
だ
け
手
を
か
け
れ
ば
後
は
ほ

と
ん
ど
何
も
し
な
く
て
良
い
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
麦
の
収
穫
は
自
家
で
行
う

が
、
ビ
ー
ト
は
請
負
業
者
に
任
せ
て
お

り
、
５
ha
の
ビ
ー
ト
で
製
品
と
し
て
約

１
８
０
㎏
の
砂
糖
が
で
き
る
。

　

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
で
は
年
間

５
０
０
kw
（
最
大
５
０
０
kw
ま
で
と
い

う
規
制
が
あ
る
）
の
電
気
を
発
電
し
て

お
り
、
電
力
会
社
に
売
電
。
発
電
過
程

で
発
生
す
る
熱
は
町
の
施
設
と
一
般
家

庭
40
軒
ほ
ど
に
暖
房
用
と
し
て
供
給
し

て
い
る
。（
こ
の
地
域
で
は
家
庭
用
暖

房
は
主
に
ペ
レ
ッ
ト
が
使
用
さ
れ
て
い

る
。）
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
自
家
で
出
る

堆
肥
を
51
〜
53
℃
で
バ
ク
テ
リ
ア
に
発

酵
さ
せ
、
メ
タ
ン
ガ
ス
を
作
る
こ
と
で

発
電
し
、
発
酵
済
み
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

は
肥
料
に
再
利
用
で
き
る
。
発
電
を
始

め
た
き
っ
か
け
は
、
町
全
体
の
冬
の
暖

房
費
を
安
価
に
抑
え
た
か
っ
た
た
め
と

の
こ
と
。

◎
ア
ン
ガ
バ
レ
ン
ス
ガ
ー
ド
有
機
農
業

農
家
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
　
マ
ル
メ
）

　

化
学
肥
料
を
使
用
し
て
い
な
い
有
機

農
業
を
行
っ
て
い
る
農
園
で
、
過
去
に

で
与
え
ら
れ
て
い
る
。
鶏
、
卵
は
直
売

販
売
。
豚
は
３
㎏
の
子
豚
を
市
場
か
ら

買
い
、
90
〜
１
２
０
日
で
１
２
０
㎏
ま

で
飼
育
し
て
肉
屋
へ
。
ま
た
は
自
家
で

直
販
す
る
。
こ
の
地
方
で
は
わ
ら
敷
き

の
昔
な
が
ら
の
豚
舎
で
、
ド
イ
ツ
の
伝

統
的
な
飼
育
方
法
を
用
い
る
場
合
が
多

い
。

　

畑
作
は
１
２
０
ha
で
大
麦
、
小
麦
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
輪
作
し
て
お
り
、
内

５
ha
だ
け
ビ
ー
ト
を
作
付
し
て
い
る
。

ビ
ー
ト
は
畝
間
18
〜
20 

cm
、
株
間
50 

cm

で
播
種
す
る
。
収
穫
さ
れ
る
ビ
ー
ト
は

約
70
ｔ
／
ha
、
糖
度
は
18
〜
19
％
。
３
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●
子
供
た
ち
の
感
想

・
生
地
を
の
ば
し
た
り
、
野
菜
を
切
っ

　
た
り
す
る
の
は
大
変
だ
っ
た
け
ど
、

　
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
！

・
長
い
も
が
嫌
い
だ
っ
た
け
ど
、
ピ
ザ

　
に
す
る
と
意
外
に
い
け
た

・
具
材
が
生
地
と
あ
っ
て
い
て
お
い
し

　
か
っ
た

・
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で

　
き
た

　

９
月
25

日

（
月
）、
清
里
中

学
校
に
て
清
里
町

地
域
学
習
の
一
環
と

し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
ピ

ザ
作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
学
習
に
際
し
て
、
当
Ｊ
Ａ

の
農
畜
産
課
城
村
課
長
に
よ
る
清
里

町
の
農
産
物
の
出
前
授
業
が
８
月
30

日
（
水
）
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
回

の
ピ
ザ
作
り
で
は
Ｊ
Ａ
か
ら
清
里
町

産
小
麦
粉
を
始
め
と
し
、
長
い
も
や
玉

ネ
ギ
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
等
を
可
能
な
限
り

地
元
の
食
材
で
提
供
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
子
供
た
ち
は
ピ
ザ
の
レ
シ
ピ
か

ら
自
分
た
ち
で
考
え
て
い
た
そ
う
で
、

苦
労
し
な
が
ら
も
作
り
上
げ
た
ピ
ザ

に
大
満
足
と
い
っ
た
様
子
で
し
た
。

ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
事
業
に
伴
う

清
里
中
学
校
オ
リ
ジ
ナ
ル
ピ
ザ
作
り
に
食
材
提
供

色々な野菜、
ありがとう
ございます

トッピング食材
のおかげで、よ
りピザが美味し
くなりました

地元で取れた
食材は美味し
かったです

いい思い出に
なりました
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Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
は
、
北
海
道
農

業
や
バ
ン
ク
Ｊ
Ａ
に
関
す
る
パ
ネ
ル

を
展
示
し
、
道
内
農
畜
産
物
や
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の

事
業
等
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
パ
ネ

ル
を
使
っ
て
中
学
生
以
下
の
子
供
達
を
対
象
に

ク
イ
ズ
を
出
題
し
、
先

着
４
０
０
名
の
回
答

者
に
「
フ
ェ
イ
ス
タ
オ

ル
」
等
を
配
布
し
ま
し

た
。
子
供
達
は
真
剣
に

ク
イ
ズ
に
取
組
み
、「
食

と
農
」・「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
」

に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
も
ら
え
た
と
思
い
ま

す
。

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

　

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道
は
、
地
域
貢

献
活
動
の
紹
介
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、

粗
品
と
あ
わ
せ
て
配
布
す
る
こ
と
で
、
交
通
安
全

の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
撮
影
ブ
ー
ス
と
ガ

チ
ャ
ガ
チ
ャ
を
設
置
し
、

小
さ
い
お
子
さ
ま
に
も
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
、
大

盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

１
万
７
千
人
を
超
え
る
来

場
者
の
皆
さ
ま
に
Ｊ
Ａ
共

済
連
の
交
通
安
全
に
か
か

る
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

＊
サ
ン
ク
ス
マ
ッ
チ
は
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
と

北
海
道
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
の
連
携
事
業
の
一
環

と
し
て
、道
内
農
畜
産
物
や
Ｊ
Ａ
の
様
々
な
事
業
・

取
組
み
を
選
手
や
サ
ポ
ー
タ
ー
に
知
っ
て
も
ら
う

大
切
な
機
会
に
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
の
Ｊ
１
定
着
と
、
今
後
の
更
な
る
活
躍

を
期
待
し
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

応
援
し
て
参
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
関
連
の
ブ
ー
ス
を
、
札

幌
ド
ー
ム
に
て
多
数
出
展
し
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆

さ
ん
に
は
、
ブ
ー
ス
を
回
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や

抽
選
会
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

食
と
農
・
Ｊ
Ａ
の
魅
力
を
伝
え
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
「
Ｊ
Ａ
２
Ｍ
Ｐ
（
ジ
ェ
イ
エ
イ
ジ
ャ
ン

プ
）」
の
ブ
ー

ス
で
は
、
イ
ン

ス
ト
ー
ル
し
た

方
に
て
ん
さ
い

糖（
６
５
０
ｇ
）

を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
、
大
盛
況
と

な
り
ま
し
た
。

　

毎
月
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
の
連
合
会
・
中

央
会
の
活
動
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
度
、

平
成
29
年
９
月
23
日
に
北
海
道
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札

幌
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
（
Ｖ
Ｓ
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

戦
）
を
『
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
サ
ン
ク
ス
マ
ッ

チ
』
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
の
で
、
会
場
で
の
各

取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ホ
ク
レ
ン

　

ホ
ク
レ
ン
は
「
収
穫
と
勝
利
の

喜
び
で
一
緒
に
は
じ
け
よ
う
」
と
、

来
場
者
先
着
２
０
０
０
人
に
北
海
道
産
と
う
も

ろ
こ
し
１
０
０
％
の
「
北
海
道
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

（
１
５
０
ｇ
）」
を
配
布
し
た
他
「
ホ
ク
レ
ン
大
収

穫
祭
」
の
告
知
及
び
全
国
発
送
の
チ
ラ
シ
を
配
布

し
、
来
場
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
北
海

道
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
の

石
井
謙
俉
、
キ
ム
・
ミ
ン

テ
の
両
選
手
が
応
援
に
駆

け
つ
け
、
配
布
を
手
伝
う

と
と
も
に
、
記
念
撮
影
や

握
手
に
も
快
く
応
じ
、
集

ま
っ
た
サ
ポ
ー
タ
ー
達
を

喜
ば
せ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連
は
、
配
置
薬
課

よ
り「
野
菜
酵
素
青
汁（
ト
マ
ト
リ
コ
ピ
ン
配
合
）」

の
配
布
を
行
い
、
Ｊ
Ａ
配
置
薬
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

ブ
ー
ス
に
は
、
前
選
手
も
駆
け
つ
け
、
多
く

の
コ
ン
サ
ド
ー
レ
サ
ポ
ー

タ
ー
の
皆
様
に
集
ま
っ
て

い
た
だ
き
大
盛
況
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
北
海
道
コ
ン

サ
ド
ー
レ
札
幌
の
活
躍
を

応
援
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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協
議
事
項

１
．
固
定
資
産
（
コ
ン
バ
イ
ン
）
の
取

得
に
つ
い
て

２
．
そ
の
他

報
告
事
項

１
．
平
成
29
年
度
組
合
員
勘
定
収
支
資

金
計
画
の
結
果
に
つ
い
て

２
．
麦
お
よ
び
大
豆
、
玉
ね
ぎ
の
一
般

情
勢
に
つ
い
て 

３
．
平
成
29
年
産
原
料
て
ん
菜
の
生
産

状
況
と
概
算
払
い
に
つ
い
て

４
．
平
成
29
年
産
て
ん
菜
糖
分
状
況
報

告
に
つ
い
て 

５
．
平
成
29
で
ん
粉
年
度
に
お
け
る
国

内
産
い
も
で
ん
粉
交
付
金
対
象
数
量
、

単
価
、
比
率
に

つ
い
て

６
．
で
ん
粉
工
場
操
業
の
中
間
報
告
に

つ
い
て

７
．
麦
作
セ
ン
タ
ー
操
業
の
中
間
報
告

に
つ
い
て

８
．
住
民
拠
点
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
整
備
補
助
事
業
に
つ
い
て

９
．
Ｊ
Ａ
清
里
町
自
動
車
・
農
業
機
械

展
示
会
の
開
催
に
つ
い
て

10
．
第
６
回
Ｊ
Ａ
清
里
町
収
穫
感
謝
祭

の
開
催
に
つ
い
て

11
．
そ
の
他

２
．
平
成
29
年
産
全
道
「
畑
作
物
」
の

作
付
実
測
調
査
結
果
に
つ
い
て 

３
．
で
ん
粉
工
場
操
業
の
中
間
報
告
に

つ
い
て

４
．
平
成
29
年
産
小
麦
の
格
付
結
果
に

つ
い
て

５
．
理
事
に
対
す
る
資
金
の
貸
付
に
係

る
報
告
に
つ
い
て

６
．
危
機
管
理
計
画
書
等
の
制
定
状
況

に
つ
い
て

７
．
Ｊ
Ａ
の
収
支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

実
施
結
果
に
つ
い
て

８
．
農
業
近
代
化
資
金
（
プ
ロ
パ
ー
）

の
活
用
に
つ
い
て

９
．
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
お
よ
び
事

業
の
報
告
に
つ
い
て

10
．
内
部
監
査
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

11
．
そ
の
他

第
11
回
理
事
会　
　

10
月
26
日

付
議
事
項

議
案
第
１
号　

理
事
に
対
す
る
供
給
限

度
額
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
２
号　

平
成
29
年
度
9
月
期

デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
の
設
定
に
つ

い
て

議
案
第
３
号　

平
成
29
年
度
規
模
拡
大

に
よ
る
出
資
増
口
に
つ
い
て

議
案
第
４
号　

平
成
29
年
度
事
業
下
期

対
策
に
つ
い
て

議
案
第
５
号　

そ
の
他

付
議
事
項

議
案
第
１
号　

理
事
に
対
す
る
貸
付
に

つ
い
て

議
案
第
２
号　

従
業
員
に
対
す
る
寒
冷

地
・
暖
房
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

議
案
第
３
号　

そ
の
他

協
議
事
項

１
．
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
で
ん
粉
工
場
の

整
理
・
統
合
構
想
に
係
る
意
見
集
約
に

つ
い
て

２
．
そ
の
他

報
告
事
項

１
．
平
成
29
年
度
清
里
町
農
業
振
興
資
金

貸
付
申
請
結
果
（
第
２
回
）
に
つ
い
て　

第
10
回 

９
月
26
日

第
11
回 
10
月
26
日

理事会の経過を理事会の経過を理事会の経過を理事会の経過を理事会の経過を理事会の経過を理事会の経過を理事会の経過を
　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します

組合員状況
〈平成 29年 11月１日現在〉

■組合員数　　　　〈前回報告より〉
正組合員（個人） 222名　（変動なし）
　 〃 　（法人） 12法人（変動なし）
准組合員（個人）1,307名　（変動なし）
〃 （法人） 0法人（変動なし）

　 〃 　（団体） 20団体（変動なし）
　 　（合計）1,561
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農業者年金に加入すれば ～農業者年金の支給額の試算～

豊かな老後生活のためには、国民年金だけでは十分と言えず、
老後の生活費は自分で準備する必要があります。
サラリーマンは、厚生年金や共済年金で国民年金（基礎年金）へ

の上乗せがあります。（厚生年金のモデルケースでは月額22万1
千円の年金額）
農業者の皆様も、メリットがたくさんある農業者年金に加入

して安心で豊かな老後を迎えましょう。

農農農農農農業業業業業者者者年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金ににににに
加入入入入入入入入入入入入入入入入入入入しししししししししてててててててててててしてししてししてしししてしてしてしししてししてし
安安安安安心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心ででででででででで心で心心で心心で心心心で心で心で心心心で心心で心 豊豊豊かかかかかかかかかかかかかかかかななななななななななななな老老老老老老老老老老後後後後後後後をををををををををを

●あなたの老後生活への備えは十分ですか？
●年金は家族一人一人一 ひとりについて準備することが大切です。
●老後の備えは国民年金プラス農業者年金が基本です。

※この試算は、通常加入で入で入 保険料月額2万円で加入し、65歳までの運用利回りが2.5％、6、6、5歳以降の予定利率が0.20％となった場合
の試算です。受取総額は65歳での農業者年金加入者入者入 の平均余命を考慮し、男性86.5歳、女歳、女歳、性92歳まで生存した場合の金額です。
※運用利回りは、加入後の経済変動により上下上下上 します。制度発足以降の14年間（H27まで）の運用利回りの平均は、年率2.73％です。
※予定利率は毎年度、農林水産省告示により定められ、平成29年度は0.20%となっています。
※各金額は単位未満を四捨五入により表示しています。

加入年齢

20歳
30歳
40歳
50歳

納付期間

40年
30年
20年
10年

960万円
720万円
480万円
240万円

男性
76万円
50万円
30万円
13万円

男性
1,628万円
1,080万円
640万円
285万円

1,713万円
1,137万円
673万円
300万円

女性女性
63万円
42万円
25万円
11万円

年金額（年額） 平均余命までの受給総額

知らな
いと

損する

農家の方は長寿ですが…
こんなにかかる老後生活
（現金支出で年で年で 額約286万円）

国民年金の支給額は男性22年（87歳）、女性27年（92歳）

男性84歳、女性89歳であり

老後はお金の心配をせずに暮らしたい。
しかし、予測不可能な経済変動や思わぬケガ・
病気もあります。

高齢農家世帯（世帯主が65歳以上の
夫婦2人）の家計費は、現金支出で月額
約23～24万円が必要です。
（総務省家計調査などより）

一人、一人、一 月々約6万5千円
（40年加入の場合）
夫婦あわせて月額約13万円です。

ご存存ご存ご じでじでじ すですで か？か？か

農業者年金受給者の平均余命の方が
長くなっています。

保険料
納付総額
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お
米
で
健
康

　

そ
し
て
こ
の
効
果
を
上
げ
て
く
れ
る

の
が
、
ご
飯
や
野
菜
な
ど
に
含
ま
れ
る

オ
リ
ゴ
糖
。
乳
酸
菌
の
餌
と
な
り
、
腸

内
フ
ロ
ー
ラ
構
成
を
健
康
的
な
バ
ラ
ン

ス
に
改
善
し
維
持
す
る
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

　

納
豆
も
納
豆
菌
で
作
ら
れ
る
発
酵
食

品
で
便
秘
な
ど
の
改
善
に
役
立
ち
ま
す
。

ま
さ
に
朝
食
で
ご
飯
、
野
菜
た
っ
ぷ
り

の
み
そ
汁
、
納
豆
、
ぬ
か
漬
け
と
い
っ

た
シ
ン
プ
ル
な
和
食
は
お
腹
の
調
子
を

整
え
て
く
れ
る
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
パ
ン
に
牛
乳
、
ヨ
ー
グ
ル

ト
、
サ
ラ
ダ
の
よ
う
な
洋
食
よ
り
も
和

食
の
朝
ご
飯
の
方
が
食
べ
た
後
、
体
が

温
ま
り
そ
う
で
す
よ
ね
。
朝
は
和
食
に

す
る
こ
と
で
便
秘
と
冷
え
を
改
善
し
、

こ
の
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　

寒
く
な
っ
て
く
る
と
、
冷
え
が
原
因

の
便
秘
が
増
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

便
秘
予
防
に
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
食
べ
る
と

い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
朝
か
ら
冷

え
た
体
に
冷
た
い
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
食
べ

る
と
余
計
に
体
を
冷
や
し
て
改
善
に
つ

な
が
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ヨ
ー

グ
ル
ト
に
は
乳
酸
菌
が
含
ま
れ
て
い
て

こ
れ
が
腸
内
環
境
を
整
え
て
く
れ
る
の

で
す
が
、
乳
酸
菌
は
ヨ
ー
グ
ル
ト
だ
け

に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

例
え
ば
、
調
味
料
の
み
そ
。
み
そ
汁

の
他
、
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
に
利
用
さ
れ

ま
す
が
、
み
そ
は
大
豆
を
米
や
麦
な
ど

の
こ
う
じ
を
使
い
、
醗
酵
さ
せ
て
造
る

の
で
、
乳
酸
菌
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ダ
イ
コ
ン
や
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
を
ぬ
か
床

に
入
れ
て
醗
酵
さ
せ
て
作
る
ぬ
か
漬
け

な
ど
の
お
漬
物
に
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ヨ
ー
グ
ル
ト
の
よ
う
な
動
物
性
乳
酸

菌
に
比
べ
、
み
そ
や
納
豆
、
ぬ
か
漬
け

の
よ
う
な
植
物
性
乳
酸
菌
は
酸
に
強
く

生
き
た
ま
ま
腸
に
届
く
の
が
特
徴
で
す
。

腸
内
で
の
生
存
率
も
植
物
性
乳
酸
菌
は

動
物
性
乳
酸
菌
の
10
倍
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
効
果
と
し
て
は
、
便
秘
の
改

善
だ
け
で
な
く
、
免
疫
活
性
作
用
、
発

が
ん
性
物
質
の
排
出
・
分
解
、
病
原
菌

感
染
の
予
防
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

管
理
栄
養
士
・
雑
穀
料
理
家
●
柴
田
真
希

便
秘
解
消
に
ヨ
ー
グ
ル
ト
よ
り
ご
飯
食

3，200円税込ギフト

3，100円税込ギフト 3，100円税込ギフト 1，700円税込ギフト

2，300円税込ギフト（冬用） 2，300円税込ギフト（夏用）
（切麦詰め合わせギフト）

清里生うどん（２食入）×２袋 、 清里生ひやむぎ（２食入）×２袋
清里つけめん（２食入）×２袋 、 清里カレーうどん（２食入）×１袋

めんつゆ８袋

お求め先 株式会社 ホクレン商事エーコープきよさと店
住 所 北海道斜里郡清里町羽衣町３番地
電話番号 ０１５２－２５－２９５９

ＪＡ清里町 清里切麦ギフトセットのご案内

（切麦詰め合わせ冬用１０月～５月ギフト）
清里生うどん（２食入）×１袋、清里生ひやむぎ（２食入）×１袋
清里つけめん（２食入）×１袋、清里カレーうどん（２食入）×１袋

清里鍋焼うどん（１食入）×２袋、めんつゆ４袋

（切麦詰め合わせ夏用６月～９月ギフト）
清里生うどん（２食入）×１袋、清里生ひやむぎ（２食入）×１袋
清里つけめん（２食入）×１袋、清里カレーうどん（２食入）×１袋

清里ざるラーメン（２食入）×１袋、 めんつゆ４袋、揚げ玉 ２袋

（清里うどん・清里ひやむぎ詰め合わせギフト６袋入）
清里生うどん（２食入）×３袋 、 清里生ひやむぎ（２食入）×３袋
めんつゆ１２袋

（清里うどん または清里ひやむぎ 単品ギフト６袋入）
清里生うどん（２食入）×６袋 めんつゆ１２袋
または 清里生ひやむぎ（２食入）×６袋 めんつゆ１２袋

（清里うどん または 清里ひやむぎ 単品ギフト３袋入）
清里生うどん（２食入）×３袋 めんつゆ ６袋
または 清里生ひやむぎ（２食入）×３袋 めんつゆ６袋

◎送料は別途料金かかります。（クール便使用）
◎賞味期限は発送より約１０日間です。
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